


予言小説

ある日わたしはネットサーフィンして気分転換していた。

その時、あるサイトにアップされていた予言小説と言う名の小説に目が止まった。

私は軽い気持ちで小説を読み始めた。
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「エッ」

私は予想外で尚且つ恐怖感を覚えざるをえない書き出しに言葉を失った。

そして悩み始めた。続きを読むべきか否か?
数十秒後、私は好奇心に負け再び小説を読み始めた。
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